
　

・
河
川
と
排
水
機
場
の
津
波
対
策

○
藻12
注

類
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
推
進

○
「
持
ち
帰
り
票
」
の
一
掃
に
向
け

た
投
開
票
事
務
の
改
善
策
提
案
等

○
地
下
鉄
東
西
線
の
最
終
整
備
費

の
確
認
と
乗
車
数
増
へ
の
提
言

○
復
興
事
業
の
総
括
に
向
け
た
検
証

○
復
興
後
を
見
据
え
た
市
長
の
決
意

○
児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み
強
化

○
放
課
後
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

○
原
発
事
故
対
応
経
費
の
完
全
回
収

○
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
強
化
を

○
仙
台
城
跡
の
整
備
と
観
光
活
用

○
仙
台
藩
史
跡
を
活
か
し
た
誘
客
策

○
魅
力
あ
る
ふ
れ
あ
い
動
物
園
を

問

宮城県観光ＰＲキャラクター
むすび丸

　
　

選
手
強
化
に
は
遠
征
費
等
、

保
護
者
と
指
導
者
の
負
担
が
大
き

く
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
の

環
境
整
備
と
支
援
が
必
要
だ
。

　
　
　

競
技
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

○
今
後
の
土
曜
授
業
の
考
え
方

○
道
徳
教
育
の
推
進
と
家
庭
連
携

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
じ
め
対
策

○
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
は
、
東
部
沿
岸
地

域
に
居
住
し
て
い
た
方
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
進
め
る
べ
き

　
　
　

市
民
協
働
で
実
施
さ
れ
て

い
る
１
０
５
の
市
民
活
動
事
業
を

分
か
り
や
す
く
広
報
し
、
検
証
を

行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
。

　
　
　

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供

に
努
め
、
事
業
の
評
価
や
分
析
の

取
り
組
み
も
検
討
し
た
い
。

○
風ふ
う

疹し
ん

抗
体
検
査
に
よ
り
免
疫
の

な
い
方
へ
予
防
接
種
費
用
助
成
を

　
　
　

震
災
復
興
計
画
の
最
終
年

度
を
迎
え
、
こ
の
間
の
総
括
と
残

り
１
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

住
ま
い
と
生
活
の
再
建
が

正
念
場
を
迎
え
る
年
と
認
識
し
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
ボ

ッ
ク
ス
の
増
設
と
市
民
周
知
を

○
イ
ノ
シ
シ
等
捕
獲
対
策
の
推
進

　
　
　

地
域
商
店
街
を
巻
き
込
ん

で
消
防
団
員
の
拡
充
を
す
べ
き
。

　
　
　

本
市
の
特
性
に
合
わ
せ
た

取
り
組
み
を
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

○
学
校
体
育
館
の
ひ
ろ
び
ろ
ト
イ

レ
に
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
を

○
市
立
の
小
規
模
校
に
対
し
て
教

育
環
境
の
整
備
を
充
実
す
べ
き

○
障
が
い
の
あ
る
家
族
が
い
る
児

童
・
生
徒
へ
の
教
育
的
配
慮

○
社
会
教
育
事
業
に
お
け
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
の
強
化

○
給
食
セ
ン
タ
ー
対
象
校
で
の
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
全
校
実
施
へ

○
タ注
８

ダ
ゼ
ミ
や
土
曜
学
習
の
支
援

○
が
ん
教
育
な
ど
命
を
守
る
授
業
を

　
　
　

障
が
い
者
用
多
機
能
ト
イ

レ
の
案
内
を
分
か
り
や
す
く
示
せ
。

        　

看
護
補
助
者
等
の
ス
タ
ッ

フ
が
適
切
に
誘
導
し
、
案
内
し
た
い
。

○
車
い
す
に
配
慮
し
た
待
合
空
間

○
会
計
処
理
の
待
ち
時
間
短
縮
を

○
ご
意
見
箱
へ
の
回
答
の
掲
示
広
報

　
　
　

い
ま
だ
生
活
再
建
を
模
索

し
て
い
る
方
や
本
市
の
復
興
計
画

に
異
論
を
唱
え
る
方
に
対
し
、
新

年
度
は
さ
ら
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧

な
対
応
を
す
べ
き
。

　
　
　

将
来
に
展
望
が
開
け
る
よ

う
、
各
世
帯
の
お
話
を
伺
い
、
丁

寧
に
施
策
の
説
明
を
し
た
い
。

○
「
世
界
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
仙
台
」

を
立
ち
上
げ
、
定
期
開
催
を

○
県
か
ら
の
学
級
編
成
等
の
決
定

権
移
譲
を
受
け
て
、
小
中
学
校

の
35
人
学
級
を
拡
大
す
べ
き

○
復
興
計
画
最
終
年
度
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
総
額
の
約
３
分
の
１

の
91
億
円
も
復
興
基
金
を
残
す

予
定
で
あ
る
。
被
災
者
へ
の
直

接
支
援
に
も
っ
と
活
用
す
べ
き
。

○
生
活
保
護
重
度
障
害
者
加
算
は
、

社
会
生
活
の
維
持
向
上
に
軸
足

を
置
き
、
基
本
的
人
権
で
あ
る

生
存
権
を
保
障
す
る
運
用
を

○
教
育
委
員
会
と
教
育
局
は
政
治

的
介
入
か
ら
教
育
の
自
由
と
自

主
性
を
守
り
、
憲
法
と
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
立
場
で
対
応
を

○
新注
７

総
合
事
業
に
お
け
る
要
支
援

者
の
介
護
給
付
外
し
は
問
題
。

公
的
介
護
と
し
て
継
続
せ
よ
。

○
介
護
報
酬
削
減
と
人
員
不
足
は

介
護
基
盤
を
壊
す
も
の
。
実
態

調
査
し
追
加
支
援
を
実
施
せ
よ
。

　
　
　

当
初
予
算
に
米
価
暴
落
対

策
を
位
置
づ
け
上
乗
せ
補
助
を
。

　
　
　

直
接
的
支
援
で
は
な
く
強

い
農
業
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
。

○
強
権
的
な
農
業
委
員
会
・
農
協

改
革
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を

○
危
険
区
域
か
ら
外
れ
た
地
域
に

避
難
施
設
や
跡
地
買
取
支
援
を

○
蒲
生
北
部
区
画
整
理
事
業
は
干

潟
を
保
全
せ
ず
被
災
者
へ
負
担

を
強
い
る
も
の
で
中
止
す
べ
き

○
集
団
移
転
や
現
地
再
建
地
区
等

の
集
会
所
へ
光
熱
水
費
補
助
を

○
情
報
紙
「
み注
９

ら
い
ん
」
の
継
続

○
バ
ス
路
線
再
編
は
公
共
交
通
充

実
に
反
す
る
。
郊
外
部
は
コ10
注

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
せ
よ
。

○
公
共
交
通
の
予
算
は
平
成
25
年
度

よ
り
１
０
０
億
円
も
減
額
だ
。

予
算
を
確
保
し
充
実
を
図
れ
。

○
被
災
宅
地
助
成
金
制
度
の
延
長

○
復
興
公
営
住
宅
家
賃
引
き
下
げ

○
移
転
先
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
に
向
け
区
役
所
の
体
制
強
化
を

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
ワ
ン
コ

イ
ン
負
担
を
や
め
、
中
学
３
年

生
の
通
院
ま
で
対
象
を
広
げ
よ

○
窓
口
を
遠
ざ
け
サ
ー
ビ
ス
後
退

を
招
く
職
員
削
減
は
や
め
よ

に
つ
い
て
関
係
部
局
と
検
討
す
る
。

○
山や
ま
ぼ
こ鉾
や
七
夕
の
常
時
展
示
を

　
　
　

県
税
の
６
割
が
仙
台
市
域

か
ら
の
納
付
だ
が
、
市
に
は
納
付

額
の
４
分
の
１
し
か
交
付
さ
れ
な

い
。
県
と
協
議
し
、
市
の
負
担
の

縮
減
な
ど
を
求
め
る
べ
き
。

　
　
　

市
域
へ
の
県
立
施
設
設
置

等
で
県
税
が
還
元
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
意
向
が
県
政
に
実
現
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

○
宮
城
野
原
防
災
拠
点
構
想
の
現
況

○
職
員
の
意
欲
向
上
の
取
り
組
み

　
　
　

地
方
創
生
の
実
現
に
は
都

市
の
資
産
価
値
を
上
げ
る
こ
と
が

肝
要
だ
。
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
る

組
織
横
断
的
な
企
画
立
案
体
制
を
。

　
　
　

土
地
の
高
度
活
用
や
有
効

需
要
の
重
要
性
に
鑑
み
、
政注
３

策
重

点
化
ポ
リ
シ
ー
の
作
成
に
お
い
て

現
場
の
意
見
を
十
分
反
映
し
た
い
。

○
大
手
門
の
再
建
計
画
に
つ
い
て

○
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
の
経
営
改
善
策

○
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
や
戦
略

特
区
を
拡
充
し
、
東
北
内
で
の

広
域
連
携
に
よ
る
政
策
立
案
を

○
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

○
津
波
避
難
と
復
興
に
伴
う
街
区

等
の
変
化
を
踏
ま
え
た
都
市
計

画
道
路
な
ど
の
見
直
し

○
被
災
し
た
六
郷
・
七
郷
地
区
な

ど
の
学
校
諸
問
題
の
早
期
解
決

○
新
地
方
教
育
法
に
お
け
る
誰
も
が

納
得
で
き
る
教
科
書
採
択
要
領

　
　
　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
な
ど
女
性
の
活
躍
推
進
策
は
行

政
が
率
先
し
て
導
入
す
べ
き
。

　
　
　

短
時
間
勤
務
制
度
の
創
設

の
ほ
か
、
職
員
に
対
す
る
子
育
て

支
援
策
を
新
た
に
策
定
す
る
。

○
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
利
便
性
向
上

○
男
女
共
同
参
画
の
次
期
プ
ラ
ン

○
新
た
な
い
じ
め
対
策
の
概
要

○
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
で
得
ら
れ
た
知
識
や
技
術
を
積

極
的
に
国
内
外
に
発
信
せ
よ
。

　
　
　

住
宅
再
建
へ
の
施
策
の
構

築
や
多
重
防
御
に
よ
る
減
災
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
得
ら
れ
た

教
訓
や
知
見
の
発
信
は
被
災
自
治

体
の
責
務
と
考
え
て
お
り
、
積
極

的
に
努
め
た
い
。

○
道
路
や
街
路
樹
は
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
に
配
慮
し
た
管
理
が

重
要
。
必
要
な
予
算
措
置
を
せ
よ
。

地
方
創
生
が
重
要
課
題
と

な
る
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

と
し
て
地
場
産
品
を
送
る
こ
と
は

自
治
体
の
産
業
の
発
展
や
経
済
活

動
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
が
、
考
え
を
伺
う
。　
　

　
　
　

寄
附
に
伴
う
税
の
優
遇
措

置
を
周
知
し
な
が
ら
、
お
礼
の
あ

り
方
も
工
夫
し
た
制
度
の
活
用
が

基
本
と
考
え
て
お
り
、
一
定
の
節

度
の
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
発
祥
の

地
で
あ
る
五
色
沼
に
、
本
市
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
銅
像
を
設
置
し

新
た
な
観
光
資
源
と
す
べ
き

○
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
整
備
を

○
青
葉
山
公
園
整
備
計
画
を
変
更

し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
再
整
備
を

○
生
活
の
支
障
と
な
る
街
路
樹
は
地

域
要
望
を
踏
ま
え
早
急
に
対
応
を

○
元
鍛
冶
丁
公
園
自
転
車
等
駐
車

場
の
稼
働
率
向
上

東
西
線
開
業
に
伴
う
動
物

園
、
水
族
館
と
の
連
携
を
伺
う
。

　
　
　

沿
線
に
あ
る
集
客
施
設
と

の
連
携
は
地
下
鉄
利
用
者
の
増
や

周
辺
の
渋
滞
対
策
の
面
か
ら
も
有

効
で
あ
り
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

五
色
沼
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
記
念
碑
の
設
置
を
。

　
　
　

設
置
場
所
や
デ
ザ
イ
ン
等

向
上
策
と
Ｐ
Ｒ
の
強
化

軌
道
系
交
通
機
関
の
整
備

は
、
東
西
線
を
も
っ
て
完
了
か
。

　
　
　

本
市
の
都
市
交
通
政
策
に

お
い
て
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会

の
到
来
な
ど
を
鑑
み
る
と
新
設
、

延
伸
は
相
当
に
困
難
で
あ
る
。

○
新
富
谷
町
長
の
公
約
で
あ
る
Ｌ注
５

Ｒ
Ｔ
整
備
へ
の
本
市
の
対
応

　
　
　

仙
台
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
Ｉ
Ｔ
分
野
の
社
会
環
境

を
鑑
み
今
後
の
あ
り
方
の
検
討
を
。

　
　
　

人
材
育
成
等
に
貢
献
し
て

き
た
が
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

○
東
北
復
興
交
流
パ
ー
ク
は
市
民

広
場
の
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
を

○
作
並
湯
の
駅
ラ
サ
ン
タ
の
活
用
策

　
　
　

マ注
６

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
を
機
に
、
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
の
実
現
を
図
る
べ
き
。

　
　
　

27
年
度
に
必
要
な
シ
ス
テ

ム
改
修
等
を
行
い
準
備
を
進
め
る
。

○
産
後
ケ
ア
事
業
に
助
産
師
活
用
を

○
県
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象

拡
大
を
県
に
強
く
求
め
る
べ
き

○
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

少
人
数
学
級
の
さ
ら
な
る
拡
充

や
教
員
・
事
務
職
員
の
増
員
を

○
中
学
校
部
活
動
の
負
担
軽
減
は

部
活
動
時
間
の
制
限
で
は
な
く
、

顧
問
の
複
数
配
置
等
の
検
討
を

○
教
科
書
採
択
の
方
針
を
大
綱
に

盛
り
込
み
透
明
性
の
確
保
を

○
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
第
６
区
開
発

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
総
人
口

１
万
５
千
人
の
町
に
小
学
校
が

新
設
さ
れ
な
い
と
い
う
理
由
で

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
な
い
の

は
お
か
し
い
。
市
は
出
来
な
い

理
由
を
探
す
よ
り
実
現
す
る
た

め
に
知
恵
を
出
す
べ
き
。

　
　
　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
、

対
策
の
強
化
を
図
る
べ
き
。

　
　
　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
啓
発
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
意

識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
県
警

等
と
連
携
し
根
絶
に
取
り
組
む
。

○
小
中
学
校
体
育
館
に
計
画
的
な

大
型
暖
房
器
具
の
配
備
を

○
市
長
の
市
民
観
と
市
民
協
働
に

係
る
条
例
案
の
取
り
下
げ
問
題

○
市
役
所
組
織
を
正
し
、
幹
部
職

員
の
連
携
と
組
織
力
の
向
上
を

○
東
北
の
中
枢
都
市
と
し
て
の
仙

台
市
が
持
つ
べ
き
視
座

○
正
し
い
国
語
教
育
、
歴
史
教
育

へ
の
認
識
と
新
教
育
長
の
任
命

○
膨
張
す
る
福
祉
行
政
予
算
と
福

祉
施
策
、
そ
の
課
題
と
認
識

中
小
企
業
の
活
性
化
に
お

け
る
本
市
の
役
割
を
伺
う
。

条
例
に
中
小
企
業
者
の
創

意
工
夫
、
自
主
性
を
明
記
し
、
や

る
気
の
あ
る
企
業
が
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
支
援
に
取
り
組
む
。

○
本
市
の
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

○
町
内
会
実
態
調
査
結
果
か
ら
見

る
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
課
題

○
地
域
づ
く
り
担
う
市
民
セ
ン
タ
ー

○
役
員
の
負
担
軽
減
策
な
ど
町
内

会
へ
の
相
談
・
支
援
策
の
拡
充

○
集
会
所
の
改
築
・
補
修
の
た
め

予
算
拡
充
等
の
支
援
を
す
べ
き

○
東
京
圏
の
人
口
集
中
を
是
正
し

本
市
の
若
年
人
口
回
帰
定
住
策
を

○
被
災
し
た
沿
岸
部
や
都
市
部
の

過
密
過
疎
の
状
況
変
化
に
伴
う

消
防
団
員
の
定
数
見
直
し

○
職
業
の
多
様
化
等
を
踏
ま
え
、

消
防
団
員
募
集
の
工
夫
を

○
地
域
で
活
躍
す
る
伝
統
文
化
指

導
者
と
連
携
し
、
学
校
で
伝
統

文
化
に
触
れ
る
機
会
の
増
加
を

○
教
育
委
員
会
と
市
民
局
が
一
体

と
な
っ
た
伝
統
文
化
教
育
の
推
進

○
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
実

態
と
認
知
度
向
上
の
取
り
組
み

○
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
自
主
防

災
組
織
と
の
関
わ
り
の
強
化
を

○
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
活
動
の
強
化

○
防
災
環
境
都
市
へ
の
取
り
組
み

○
音
楽
ホ
ー
ル
建
設
の
推
進
を

○
道
路
等
の
長
寿
命
化
を
進
め
よ

○
市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
支
え

る
地
元
建
設
業
の
振
興
策

○
小
中
学
校
教
材
の
防
災
副
読
本

に
震
災
時
に
お
け
る
地
元
建
設

業
の
活
躍
を
掲
載
し
建
設
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
教
育
を

○
盲
導
犬
へ
の
嫌
が
ら
せ
防
止
策

　
　
　

地
方
都
市
の
実
情
を
国
に

強
く
訴
え
、
財
源
を
確
保
し
、
地

方
創
生
の
実
現
を
図
る
べ
き
。

　
　
　

政
令
指
定
都
市
市
長
会
の

発
信
力
を
強
化
し
国
に
働
き
か
け

制
度
改
正
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

○
庁
内
の
組
織
風
土
の
改
善

○
内
部
統
制
と
リ
ス
ク
管
理
手
法

○
地
方
交
付
税
縮
小
へ
の
所
見

○
税
制
改
正
と
市
税
収
入
の
減
収

○
ぜ
ひ
新
た
に
防
災
幹
部
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
講
習
を
実
施
す
べ
き

○
身
近
な
共
助
と
し
て
の
活
動
で

あ
る
隣
助
・
近
助
に
つ
い
て
、

そ
の
呼
称
と
趣
意
の
明
確
化
を

○
歴
史
的
価
値
の
高
い
文
化
財
の

多
様
な
活
用
と
総
合
的
維
持
管
理

・
市
民
団
体
等
に
よ
る
文
化
財

を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
策

・
文
化
財
を
子
供
た
ち
の
教
材
と

し
て
活
用
し
郷
土
愛
の
育
成
と

人
間
形
成
に
役
立
て
る
べ
き

・
箪た
ん
す笥
料
理
が
楽
し
め
る
　
景け
い

閣か
く

を
観
光
客
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

　
　
　

市
立
病
院
の
救
急
医
療
・

政
策
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
。

　
　
　

診
療
報
酬
改
定
の
動
向
等

も
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
人

員
体
制
の
整
備
に
さ
ら
に
努
め
た
い
。

○
診
療
待
ち
時
間
の
短
縮
対
策
を

○
農
業
園
芸
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備

○
市
民
農
園
開
設
促
進
の
取
り
組
み

○
雇
用
面
で
の
被
災
者
支
援
の
充
実

○
27
年
度
保
育
利
用
料
の
考
え
方

○
台
帳
シ
ス
テ
ム
整
備
に
よ
る
市
民

健
診
と
予
防
接
種
の
効
果
的
勧
奨

○
保
健
所
組
織
一
元
化
の
在
り
方

○
自
転
車
の
左
側
通
行
促
進
策
と
し

て
矢
羽
根
サ
イ
ン
等
路
面
標
示
を

○
健
康
面
か
ら
の
自
転
車
利
用
促
進

○
杜
の
都
防
災
メ
ー
ル
や
緊
急
時
の

メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
課
題

○
東
部
被
災
地
の
早
期
整
備
方
策

　

・
か
さ
上
げ
道
路
の
強
度
増
を

　

・
地
勢
に
合
っ
た
避
難
の
丘
整
備

　
　
　

職
員
、
教
員
の
不
適
切
事

務
処
理
や
青
葉
区
選
挙
管
理
委
員

会
で
の
白
票
水
増
し
、
さ
ら
に
条

例
案
撤
回
や
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
落
選

等
に
つ
い
て
市
長
の
責
任
を
伺
う
。

　
　
　

自
ら
の
責
務
を
自
覚
し
市

民
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く
努
め
た
い
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能

強
化
の
た
め
の
専
任
職
員
配
置

に
お
い
て
は
本
市
が
責
任
を
持

ち
各
セ
ン
タ
ー
を
支
援
す
べ
き

○
増
加
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
効
率
よ
く
支
援
す
る
基

幹
型
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
　

下
水
道
管
工
事
は
可
能
な

場
合
は
開11
注

削
工
法
で
は
な
く
更11
注

生

工
法
で
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
。

　
　
　

場
合
に
よ
っ
て
は
工
法
変

更
が
あ
る
旨
を
仕
様
書
に
明
記
す
る
。

○
西
原
雨
水
ポ
ン
プ
場
は
秋
の
長

雨
の
前
に
供
用
開
始
を

○
既
存
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策

○
官
民
協
力
の
も
と
ア
ニ
メ
関
連

の
施
設
を
設
け
観
光
客
誘
致
を

○
「
い
じ
め
対
応
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
」
と
「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
」
の
取
り
組
み

　
　
　

 

開
発
型
地
下
鉄
で
あ
る
東

西
線
の
開
業
が
迫
る
中
、
沿
線
開

発
に
注
力
す
る
組
織
を
構
築
す
べ
き
。

　
　
　

市
長
・
副
市
長
の
も
と
関

係
局
長
を
網
羅
す
る
体
制
を
作
り
、

本
格
的
な
開
発
誘
導
策
を
展
開
す
る
。

○
「
新
生
・
仙
台
」
実
現
の
原
動

力
と
な
る
本
市
未
来
像
の
具
体
化

○
災
害
対
策
法
制
見
直
し
へ
の
決
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※平成 26 年９月に「母子寡婦福祉資金貸付事業」から名称変更

当 初 予 算 額 構 成 比
(%)

対前年度比
(%)

市 民 税 89,230 49.4
固 定 資 産 税 63,168 35.0   99.6
軽 自 動 車 税 0.7 105.6
市 た ば こ 税 8,594 4.8   98.5
鉱 産 税 1 0.0 100.0
特 別 土 地 保 有 税 1 0.0 　 1000.0
入 湯 税 193.3 0.1 100.5
事 業 所 税 5,120 2.8 102.4
都 市 計 画 税 12,961 7.2 100.6

180,483.3 100.0合 計

1,215

102.6

101.2

会 計 区 分 当初予算額 対前年度比
（％）

一 般 会 計 538,901  96.6

特
別
会
計

都 市 改 造 事 業 6,887     138.7
国 民 健 康 保 険 事 業 117,844 116.9
中 央 卸 売 市 場 事 業 3,346 119.3
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 1,784  87.7
駐 車 場 事 業 233     77.4

128,819 102.4公 債 管 理
    182  127.3母子 寡婦福祉資金貸付事業

  82.4新 墓 園 事 業
  68,040 105.7介 護 保 険 事 業
 10,882 101.1後 期 高 齢 者 医 療 事 業

 　　  小 計
 89,221

企
業
会
計

下 水 道 事 業
13,736 　　103.9自 動 車 運 送 事 業
47,470  98.0高 速 鉄 道 事 業
43,720 93.8水 道 事 業
59,754ガ ス 事 業
21,548 63.9病 院 事 業
275,449  96.2小 計
1,153,114総 計

 108.3338,764
　　104.3

101.4

 99.6

747
子父 ※

endai city assemblyendai city assembly endai city assemblyendai city assembly

観光客も訪れる北九州市漫画ミュージ
アム（写真提供：北九州市）

「世界防災フォーラム」の立ち上げを
（国連防災世界会議パブリック・フォーラム）

東北復興交流パーク事業（東北ろっけ
んパーク：青葉区中央）

被災者のコミュニティ支援に役立っ
てきた「み

注９

らいん」は継続を
大手門脇櫓

南蒲生藻
注12

類バイオマス技術開発実験室で
ボトリオコッカスを培養している様子

沿線への開発が期待される地下鉄東西線
（写真は国際センター駅周辺）

し
ょ
う


